
昨
年
12
月
に
日
本
防
火
協
会
か
ら
宝
く

じ
の
助
成
金
を
受
け
て
、
消
火
器
使
用
法

訓
練
装
置
を
消
防
署
に
整
備
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
と

し
た
事
業
で
、
宝
く
じ
の
売
り
上
げ
の
一

部
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
装
置
は
天
ぷ
ら
鍋
が
炎
上
す
る
画

面
に
、
訓
練
用
の
水
消
火
器
で
水
を
掛
け

続
け
る
と
、
セ
ン
サ
ー
が
感
知
し
画
面
の

火
が
消
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
来
は
油
を
燃
や
し
消
火
薬
剤
を
使
用

し
て
消
火
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
と
比
べ
環
境
に
や
さ
し
く
安
全
に
消

火
訓
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

12
月
16
日
に
弓
削
高
校
で
行
わ
れ
た

避
難
訓
練
で
は
、
生
徒
や
先
生
に
消
火
訓

練
で
使
用
し
て
い
た
だ
き
訓
練
を
効
果
的

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
各
種
訓
練
で
有
効
に
活
用
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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上

島

町

消

防

だ

よ

り

消
火
器
使
用
法
訓
練
装
置
整
備

「
宝
く
じ
助
成
金
」

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
義
務
化
に
つ
い
て

消
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
上
島
町
火
災

予
防
条
例
が
平
成
17
年
12
月
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
減
少

を
目
的
と
す
る
た
め
で
、
全
国
一
律
す
べ

て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
煙
感

知
式
）
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

◇
新
築
住
宅
　
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら

◇
既
存
住
宅
　
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら

電
気
店
・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
・
消
防
設

備
取
扱
店
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

１
個
が
数
千
円
か
ら
１
万
円
前
後
の
も

の
が
多
い
よ
う
で
す
。

①
寝
室

普
段
就
寝
に
使
用
し
て
い
る
部

屋
に
設
置
す
る
。（
子
供
部
屋
や
老
人
の

居
室
も
、
就
寝
に
使
用
し
て
い
れ
ば
対
象
）

②
階
段

寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
の
天
井

部
に
設
置
す
る
。（
屋
外
に
避
難
で
き
る

出
口
が
あ
る
階
を
除
く
）

※
台
所
や
居
間
は
設
置
の
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
任
意
で
設
置
し
て
お
け
ば
よ
り

安
心
で
す
。

※
３
階
以
上
の
住
宅
な
ど
は
、
別
に
設
置

基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
感
知
方
式
　

煙
感
知
式
と
熱
感
知
式

※
設
置
義
務
が
あ
る
場
所
に
は
、
煙
感
知

式
を
取
り
付
け
て
下
さ
い
。
任
意
設
置
の

場
所
で
、
台
所
な
ど
普
段
か
ら
煙
が
出
る

場
所
は
熱
感
知
式
で
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

②
電
源

乾
電
池
式
と
コ
ー
ド
式
（
家
庭
用
電
源
）

③
取
り
付
け
位
置

天
井
型
と
壁
型

既
存
の
住
宅
で
は
、
壁
や
天
井
に
ネ
ジ

止
め
が
で
き
れ
ば
簡
単
に
設
置
で
き
ま
す
。

難
し
い
方
は
、
頼
れ
る
方
に
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
場
合
は
壁
内
に

配
線
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

施
工
業
者
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
消
防
署
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
販
売

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
強
引
に
設
置

を
勧
め
る
業
者
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
点
検
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
説
明
書

を
参
考
に
個
人
で
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

■
不
用
意
に
契
約
せ
ず
、
不
審
に
思
っ
た

時
は
、
は
っ
き
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。
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ここ数年、温州
うんしゅう

みかんをはじめ上島町で多く栽培されている八朔、いよかんは、消費者
しょうひしゃ

嗜好
し こ う

の変化

や「いちご」など他のくだものとの競合
きょうごう

により消費量が減り、市場
しじょう

価格
か か く

は低迷
ていめい

しています。かんきつ
生産
せいさん

農家
の う か

の経営
けいえい

も成り立たない状況
じょうきょう

にあります。平成17年より農業関係者で協議した「上島町
かみじまちょう

果樹
か じ ゅ

産
さん

地
ち

構造
こうぞう

改革
かいかく

計画
けいかく

」により、今後、上島町で栽培
さいばい

を推奨
すいしょう

する「かんきつ新品種」の特性について解説します。

表１　有望な中晩生柑橘品種の特徴

これからの「かんきつの品種選び」のポイント

①気候の特徴
とくちょう

を活
い

かした品種
ひんしゅ

選
えら

び

瀬戸内は、冬の積雪
せきせつ

が少なく、温暖な地域であるため露地
ろ じ

での越冬
えっとう

栽培
さいばい

が可能な園が多い。また、

土は花崗岩
か こ う が ん

が主体で根が深く入りやすく、温州みかんよりも中晩生かんきつの栽培が適する畑が多い。
水の必要な品種もあるので、畑の条件により適する品種を栽培することが大事です。

②収穫
しゅうかく

時期
じ き

別
べつ

に労力配分を考え品種を組み合わせた少量多品目生産
しょうりょうたひんもくせいさん

（例）早生温州＋はれひめ＋紅まどんな＋はっさく＋デコポン＋せとか＋たまみ＋レモン

③遅くまでならせる「せとか」「たまみ」は、袋かけや、網
あみ

で囲
かこ

うなど鳥の被害
ひ が い

防止
ぼ う し

を行う。

苗木
な え ぎ

の植え替えなどで補助
ほ じ ょ

事業
じぎょう

が受

けられる場合がありますので、品種
ひんしゅ

更新
こうしん

の際
さい

には、最寄
も よ り

の役場、ＪＡ、

農業改良普及員にご相談ください。

品種名 交 配 親

愛媛
え ひ め

果試
か し

第
だ い

2 8号（紅
まどんな）

南香
な ん こ う

×天草
あ ま く さ

収穫時期

11月下旬～
12月

特　　　　　　　　　　徴

年内
ね ん な い

収穫
しゅうかく

できる紅の濃い中晩柑
ちゅうばんかん

。糖度が高く、袋
が柔らかくとろけるような食感

しょっかん

。着色後の果皮
か ひ

障害
しょうがい

、皮がむきにくい、夜蛾
や が

の被害が課題。

栽
さい

培
ばい

適
てき

地
ち

寒害
か ん が い

を受けにく
い園地、雨除

あ ま よ

け
栽培

は れ ひ め
（清見

き よ み

×オセ
オラ）×宮川

み や が わ

温州
うんしゅう

11月下旬～
12月

年内
ね ん な い

収穫
しゅうかく

できるオレンジ様
よ う

の風味のある中晩柑
ちゅうばんかん

。
皮がむきやすく袋ごと食べられる。酸

さ ん

抜
ぬ

けが早く、
湿りがちの畑では糖度

と う ど

があがらない。

排水
は い す い

良好
りょうこう

園
えん

。マ
ルチ栽培。風の
当らない園

は　る　み 清見
き よ み

×
ポンカン

１月上～中旬
袋ごと食べられる食味

し ょ く み

の良い中晩柑
ちゅうばんかん

。皮がむきや
すいが、果皮

か ひ

障害
しょうがい

､浮皮
う き か わ

になりやすい。隔年
か く ね ん

結果
け っ か

性
せ い

が強く収量
しゅうりょう

が不安定が短所。

寒害
か ん が い

を受けにく
い園地、夏期

か き

の
潅水
か ん す い

可能
か の う

園
え ん

せ　と　か
（清見

き よ み

×アン
コール）×マ
ーコット

３月（露地
ろ じ

）
２月下旬
（ハウス）

皮はむきやすく袋ごと食べられる。適期に収穫する
と非常に食味

し ょ く み

が良い。着果
ち ゃ く か

を多くすると翌年は不作
になる。日焼

ひ や

け果、傷果
き ず か

がでやすい。トゲが発生。

寒害
か ん が い

を受けにく
い園地、夏期

か き

の
潅水
か ん す い

可能
か の う

園
え ん

た　ま　み 清見
き よ み

×
ウイルキング

大玉：
１月下旬～
小玉：４月

オレンジの香りの強い袋ごと食べられる「みかん
タイプ」の中晩柑

ちゅうばんかん

。大玉果
お お だ ま か

は１月中旬から小玉果
こ だ ま か

は４月以降に収穫
しゅうかく

するとたいへんおいしい。隔年
か く ね ん

結果性
け っ か せ い

が強く、種が入ることがある。

寒害
か ん が い

を受けにく
い園地

レ　モ　ン アレンユーレカ 11月～１月
瀬戸内海が栽培

さ い ば い

適地
て き ち

で岩城のレモンは有名。長期
ち ょ う き

に収穫できるが、かいよう病に弱く風の当りにく
い園地、良く肥えた畑で栽培。

風の当りにくい
園地



①
町
営
住
宅
入
居
申
込
書

②
所
得
を
証
明
す
る
書
類
（
所
得

課
税
証
明
書
、
納
税
証
明
書
、

印
鑑
証
明
書
）

■
申
込
期
間

公
募
期
間
内

■
問
い
合
せ
先

弓
削
総
合
支
所

生
活
事
業
課
施
設
管
理
係

℡
７
７
―

２
５
０
０

し
ま
な
み
海
道
の
全
線
開
通
を

記
念
し
て
、
絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
瀬
戸
内
の
雄

大
な
自
然
の
中
で
、
思
い
出
に
残

る
絵
手
紙
を
作
り
上
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
応
募
締
切
　

平
成
18
年
３
月
10
日（
金
）
必
着

■
対
　
象

一
般
・
学
生
の
部

■
テ
ー
マ

し
ま
な
み
五
十
三
次
ス
ケ
ッ
チ
ポ

イ
ン
ト
及
び
周
辺
か
ら
の
眺
め
を

見
て
感
じ
た
こ
と

■
応
募
資
格

不
問

■
作
品
形
式

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
作
品
と
し
、「
官

製
は
が
き
」
を
使
用
。
手
書
き
作

品
で
あ
れ
ば
、
使
用
す
る
画
材
、

技
法
は
自
由
。(

額
装
な
し)

■
応
募
方
法

作
品
官
製
は
が
き
の
表
面
に
出
品

表
を
貼
り
付
け
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
封
筒
に
入
れ
て
の
応

募
は
、
出
品
表
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
は
一
人
何
点
で
も
可

能
と
し
ま
す
。
作
品
は
未
発
表
の

も
の
と
し
、
作
品
の
一
切
の
権
利

は
主
催
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
し

ま
す
。
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ

ん
。

■
応
募
・
問
合
せ
先

〒
７
２
２
―

８
５
０
１

尾
道
市
久
保
一
丁
目
15
―

１
　
尾

道
市
企
画
課
内
「
し
ま
な
み
五
十

三
次
絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局
」

℡
０
８
４
８
―

２
５
―

７
３
１
６

■
日
　
時

２
月
11
日（
土
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

■
場
　
所

今
治
市
民
会
館
２
階

■
内
　
容
　

土
地
・
建
物
の
登
記
相
談
、
供
託
、

戸
籍
、
国
籍
（
帰
化
）、
相
続
、

近
隣
関
係
、
親
子
・
夫
婦
、
人
権

相
談
な
ど

■
担
　
当

法
務
局
職
員

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守

■
問
合
せ
先

松
山
地
方
法
務
局
今
治
支
局

℡
０
８
９
８
―

２
２
―

０
８
５
５

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
現
在
、
平
成
18
年
４
月
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
学
生
の
種
類

◎
教
養
学
部

◇
科
目
履
修
生
（
６
か
月
在
学
し
、

希
望
科
目
を
履
修
）

◇
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
科
目
を
履
修
）

◇
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学

し
、
学
士
の
学
位
修
得
）

◎
大
学
院

◇
修
士
科
目
生
（
６
か
月
在
学
し
、

希
望
科
目
を
履
修
）

◇
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
科
目
を
履
修
）

■
受
付
期
間

２
月
28
日（
火
）

■
資
料
請
求
・
問
合
せ
先

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
―

９
２
３
―

８
５
４
４

http://w
w
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２月の潮汐表
潮 高　　潮

時刻 潮位 時刻 潮位

低　　潮
時刻 潮位 時刻 潮位

※この潮汐表は、尾道港を基準港として計算した弓削港のものです。

0：30
1：15
2：02
2：52
3：50
5：00
6：27
8：02
9：19

10：15
10：57
11：31
12：01
－

0：13
0：43
1：14
1：47
2：25
3：10
4：09
5：35
7：17
8：39
9：37

10：22
11：01
11：38

334
337
332
318
299
280
269
275
291
309
323
332
335
－
295
299
300
297
289
277
263
254
261
284
312
337
356
367

13：17
13：54
14：33
15：13
15：57
16：50
17：59
19：23
20：40
21：40
22：28
23：07
23：41
12：26
12：50
13：12
13：35
14：00
14：27
14：59
15：41
16：47
18：29
20：03
21：12
22：06
22：53
23：36

369
357
338
314
288
262
241
232
237
249
263
276
287
333
329
322
314
303
290
273
254
236
228
240
266
297
326
348

6：53
7：35
8：18
9：03
9：54

10：56
－

0：49
2：13
3：21
4：13
4：55
5：31
6：02
6：31
6：59
7：26
7：55
8：27
9：05
9：55

11：13
－

1：23
2：43
3：43
4：33
5：17

－25
－9
17
51
89

127
－
71
63
48
33
23
18
19
24
34
48
66
88

114
141
166
－
69
46
19
－5
－20

19：26
20：05
20：46
21：32
22：24
23：28
12：25
14：19
15：40
16：33
17：12
17：44
18：11
18：36
19：00
19：23
19：48
20：17
20：50
21：32
22：28
23：47
13：21
14：58
15：53
16：35
17：12
17：48

47
41
42
48
57
67

154
160
147
130
114
101
90
81
74
67
63
60
62
66
74
78

172
153
124
94
66
42

大
中
中
中
小
小
小
長
若
中
中
中
大
大
大
大
中
中
中
小
小
長
若
中
中
中
大
大

貉
貅
貊
貍
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍
豸
豺
貂

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

日

し
ま
な
み
五
十
三
次

絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

法
務
行
政
な
ん
で
も
相
談
室

放
送
大
学
入
学
生
募
集

■
入
居
の
公
募
の
期
間

平
成
18
年
２
月
13
日
ま
で

■
空
家
住
宅
名
及
び
戸
数
、
間
取

上
島
町
弓
削
引
野
住
宅

（
公
営
住
宅
）
１
戸
　
２
Ｄ
Ｋ

■
家
　
賃

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
公
営
住

宅
法
第
16
条
の
規
定
よ
り
認
定
さ

れ
た
収
入
に
基
づ
き
毎
年
家
賃
を

算
出

■
入
居
の
申
込
資
格

①
入
居
申
込
を
し
た
日
に
お
い
て
、

公
営
住
宅
法
施
行
令
第
６
条
第
５

項
第
３
号
に
規
定
す
る
金
額
を
超

え
な
い
者

②
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
者

③
町
民
税
そ
の
他
の
効
果
を
指
定

期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い
る
者
で

あ
る
こ
と

④
敷
金
と
し
て
家
賃
３
ヶ
月
分
相

当
す
る
額
を
納
付
で
き
る
者

■
入
居
者
の
決
定

実
情
を
調
査
し
、
選
考
の
う
え
決

定
し
ま
す
。

■
申
込
に
必
用
な
書
類




